弓　具　審　判
1． 仕事の内容
第四控において、招集係による選手確認の前に弓具（弓、矢、かけ、服装、頭髪、鉢巻き、ゼッケンおよび競技に関わる全ての道具）の点検を以下の手順で行う。
2． 準備する物品

　①プログラム　　　　②ボールペン　　　　③定規またはそれに代わるもの　　　④ヘアピン
　⑤ガムテープ（点検の際に必要）

３．補助員の必要数と動かし方

　特に必要がなければ補助員は不要とする
４．業務について
1 役員は２名１組とする。

2 弓具審判は選手の前で「ただいまより弓具の点検を行います。」と告げる。

　　③　服装や頭髪について
ａゼッケンが正しく右腰に付けているかを点検する。ゼッケンがない場合は失格となるが紙

　等で作ったものも認める。
ｂ男女を問わず髪の毛が長く、行射において危険と判断される場合には、ヘアピン等で留めさせるなどの指導をする。
ｃ行射に無関係な装飾品を付けている場合には外させる。

　　④　弓具について

ａ弓の矢摺り籐が６ｃｍ以上あるか、また、照準と判断されるような目印が無いか、籐の間に隙間が無いかを点検する。不備がある場合にはその場で直させるか、ガムテープを貼るなどするが、あまり選手を動揺させるようなことは好ましくない。なお、弦に目印を付けるのは違反ではない。

ｂ矢に、引き込み位置と判断される目印が無いかを点検する。あった場合には、その矢は使用できないことを告げる。
⑤　弓具の点検が終わったところで「これで弓具点検を終わります。」と告げる。

